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湿地•湿原関係文献目録（植物） 1 

角 野 庫 郎 ’

Yasuro Kadono : Bibliography on the flora and vegetation of wetlands in Japan 1

湿原は、生態学的にも分類学的にも特異な環境として 

注目され、さまざまな調査が行われてきた。最近は、絶 

滅危惧種が集中する環境としても湿原や各地に散在する 

小規模な湧水湿地の貴重さがクローズァップされるよう 

になった。 しかし、湿原関係の調査報告は学会誌よりも 

一般の目にはふれにくい報告書や地方出版物に掲載され 

ていることが多い。そのため日本の湿原や湿地の植物に 

ついて今までにどのような情報が蓄積されているのか、 

十分な整理が行われていないのが実情である。

今後、日本の湿原•湿地調査の必要性はますます高ま 

るに違いない。そこでその基礎作業としてこの文献リス 

卜をまとめることにした。

このリストは日本の湿地.湿原の植生とフロラに関す 

る文献を取り上げたものであり、水田の植物（群落）な 

らびに花粉分析に関する文献は含まない。特定の湿生植 

物の分類や生態をテーマとした文献は、湿原のフローラ 

やその植物地理に関する記述を含んでいるものに限って 

取り上げた。このリストは私の手元にある文献を手掛か 

りにまとめたもので、関連雑誌を通覧した訳ではない。 

したがって多くの文献が落ちていると予想される。今後 

も文献調査を続け、補遺をまとめていきたいと考えてい 

る。お気づきの文献について御教示いただけると幸いで 

ある。また湿原に関する単行本ならびに報告書は二報と 

して別途まとめる予定であるので、今回は含まれていな 

い。

なお、この文献目録作成は、 日本生命財団助成研究 

「東海地方の低湿地植物種および植物群落の保全のため 

の自然史学的総合研究」（代表大阪府立大学植田邦  

彦）の一環として行ったものである。同財団の助成に謝 

意を表する。

注意雑誌が巻表示でなく号表示のものは号数に（ ） 

をつけた。年の右上に「* 」を付けたものは原著未見 

であり、記載事項に間違いがあるかも知れないので、ご 

注意いただきたい。
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